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3/13/2026 

作成 印刷技術懇談会 近藤 信一 

印刷技術懇談会 2026 年 3 月 13 日（第 542 回） 

『ローカル・ゼブラ企業のための AI 実践活用法』 
並木 将央氏 株式会社ロードフロンティア代表 

 日時：3 月 13 日（金）18:00～20:00 （参加者：25 名（内 Zoom 6 名）） 

 場所：㈱モトヤ 東京本社 6F（東京都中央区八丁堀） 

 講演要旨 

今回の講師の並木氏からは、時折、聴講者へ「問いかけ」があり、その都度、我々は「少し考え」、

その後、並木氏の解説を聞くという双方向のやり取りをしながら、テンポ良く話が進むというスタイル

だった。例えば、「日本は何で稼いでいる国か？」という問いに、筆者は、かつて中学校で習った「加

工貿易立国」を思い出したが、並木氏が提示した国際収支のデータを眺めながら、現在の日本は「金

融」で稼いでいる国だという事を理解したのである。 

さて、講演の骨子は以下である。 

① 日本で今何が起きているのか 

② DX が求められている理由 

③ AI をどう使っていくか 

④ なぜ、ローカル・ゼブラ企業か 

⑤ まとめ 

上記の①で触れた日本の人口を歴史的に眺めた P.4 上部のグラフは実に興味

深い。鎌倉時代(人口 600 万人)まで遡って、日本の人口がどのように推移してきたかを俯瞰できる。そし

て明治維新から戦後、高度経済成長期にかけて急激（爆発的）に増加し、現在ではすでにピークを過ぎて

人口減少の局面に入っている。続けて示された「消滅可能性自治体マップ」（朝日新聞社）のサイトは、

予測とはいえ、我々に人口減少が生み出す強烈なインパクトを実感させる。これが日本の現実である。 

②では、上述の人口減少の局面で、生産活動における付加価値を上げていくためには、各企業は DX を

強力に推進する必要性があり、政府（経済産業省）の DX の推進政策の背景にある強い問題意識を感じ取

ることができる。 

③では、AI を思考の「外部脳」として使うという話から始まって、様々な AI ツールの紹介があり、AI

それぞれの得意分野を活用すること、AI を重ね合わせて利用するという考え方が示された。さらに 3 つ

の AI キーワード（「エッジ AI」「AI エージェント」「エージェント AI」）についての言及があった。Google 

が開発した AI 搭載のツール NotebookLM の解説とデモでは、印刷技術懇談会を例にとって、その HP に

ある情報をベースに、「活動概要」や「動画解説」、さらには「マインドマップ」までが直ちに整った形で

生成された。AI のパワーとは別に、組織の内部からは見落とすような記述もあり新鮮な印象もあった。 

④は、「ローカル・ゼブラ企業」についての説明で、ゼブラの縞模様から、白が「地域貢献」黒が

「経済活動」を指し、この 2 つを共に行う企業で、人口減少によって税収が減り住民サービスに限界が

見えてきた行政に代わって、地域の課題を解決する役割を担いながら、収益を確保し成長していく新し

い企業像である。重要なことは「行政に頼られる企業」「地域で一番の存在感を持つ企業」を目指すこ

とだと並木氏は強調していた。そして印刷会社は地域の多様な業種の「顧客名簿」を保有しているとい

う優位性を生かして、商流を握ることができ、ローカル・ゼブラ企業として成長できる可能性が指摘さ

れた。我々は AI を含むデジタルの力の活用しながら、展開していく事業の姿をあれこれ考えてみたい

ものである。 

Q＆A の中では、4 つの助（自助・公助・共助・互助）と、地域共同体、「AI と教育」などについて並木

氏は熱く語り、人間、地域、コミュニティに関する氏の考え方の一端を知ることができた。 

講演全体を通して、並木氏は「知った者だけが幸せになれる」と２度ほど口にしたが、これは今回の「キ

ーメッセージ」かも知れない。混沌としている世界情勢と、縮んでいく日本の中で、各々はその含意につ

いて考えてみたらどうであろうか。 
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・・・・・・・・・・・・・・以下、メモ・・・・・・・・・・・ 

 並木氏のプロフィール 

 1975 年生まれ。 

 中小企業診断士、ＩＴコーディネータ、電気工学修士、経営管理修士(ＭＢＡ）。 

 東京理科大学大学院工学研究科電気工学専攻博士前期課程修了 

 日本テキサス・インスツルメンツ株式会社つくば研究開発センター研究員勤務を経て、法政大学

経営大学院イノベーション・マネジメント研究科修士課程修了。 

 株式会社ロードフロンティアを設立し、現在に至る。 

https://road-frontier.com/ 

 成熟社会経営コンサルタントとして、業種、業態を問

わない戦略構築が幅広い顧客の支持を得ている。 

 経営コンサルティングを中心にセミナーや大学での

講演など幅広く行っている。 

 2014 年「The Japan Times」の「次世代のアジアの経

営者 100 人 2014」に選出される。 

 

 

 

 

 

 

 

日本で今、何が起きているのか 

 日本の現状 

 日本はいったい何で稼いでいるのか？（外貨をいかに獲得しているのか？） 

 「ものづくり」でも「サービス」でも稼いでいない。 

 金融で稼いでいる国になっている。 

 

 貿易収支：赤字 

 「日本は加工貿易立国」ではない。 

 サービス収支：赤字 

 インバウンドの市場規模：8.1 兆円（2025 年） 

 デジタル（ソフトウエア、データ）による赤字 

▬ 汎用 OS（Windows、Android、iOS） 

▬ YouTube、Netflix、Amazon 

▬ （経産省のレポート）2035 年には、デジタル赤字が最大 45 兆円まで拡大す

るだろうという予測あり。現在黒字の第一次所得収支を食いつぶし、経常収

支が赤字になる恐れあり。 

 第一次所得収支：黒字 

 NISA、iDECO での国の優遇策（たんす預金を吐き出させる策） 

▬ 海外での運用収益 

 海外の工場での利益の配当金 
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 そもそも DX はなぜ必要なのか？ 

 人口減少 ⇒ 労働力の減少 

 成長時代から「成熟時代」に時代が切り替わった。 

 「人口減少が起きる時代の経営の仕方」が分からないと沈んでしまう。 

 人がいなくても付加価値を上げていかなければならない。 
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 消滅可能性自治体マップ 

 朝日新聞 https://www.asahi.com/special/population2024/ 

 地図で見る 

 リストで見る 

 人口減少と治安問題 

 人口に応じて警察官の配置数が決まるので、人口が減少すると治安劣化の懸念 

 犯罪の件数の増加と検挙率の低下の懸念 
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DX が求められる理由 

 デジタル・トランスフォーメーションとは 

 IT の活用を通じて、新しいビジネスモデルを確立すること 

（業務の「省力化」「効率化」の事ではない） 

 

 デジタル化の 3 段階 

 デジタイゼーション（1990 年～） 

 「特定業務」のデジタル化（例：経理の仕事を紙に置き換える） 

 AI を使って、業務を楽にすることは「デジタイゼーション」のレベル 

 

 

 デジタライゼーション（1995 年～） 

 各組織に横串を通して、基幹システムを導入して業務を効率化すること。 

 

 

 デジタル・トランスフォーメーション（2008 年～） 

 デジタイゼーション、デジタライゼーションとは全く異なる。 

 全く新しいビジネスモデルの構築 

 製品・サービスのデジタル化 
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 「攻めの DX」と「守りの DX」 

 「攻めの DX」 

 顧客志向 

 ビジネスモデルの抜本的改革 

 顧客接点の抜本的改革 

 既存の商品・サービスの高度化や提供価値向上 

 「顧客エクスペリエンス」の変革を図ることで、価値を創出する。 

 

 「守りの DX」 

（日本は守りの DX に取り組んでいる企業が圧倒的に多い） 

 社内志向 

 業務プロセスの改善 

 ビジネスの可視化 

 業務処理の効率化・省力化 
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AI をどう使っていくか？ 

 AI を活用した思考整理の方法 

 思考の「外部脳」として AI を使う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 AI ツール 

 それぞれ AI の得意分野を活用しよう。 
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 AI の複数、重ね合わせ利用 

 日本の中小企業はツールやベンダーを統一化する傾向が強い。 

 AI の独自性を活かしきれていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 つの AI キーワード 

 エッジ AI 

 エッジデバイス（スマートフォンやセンサーなど）上で AI 処理を行う技術 

 高速でリアルタイムでの判断が可能 
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 AI エージェント 

 2026 年は「AI エージェント元年」 

 これからは、「知的労働者をいかに AI エージェントに置き換えていくか」という方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エージェント AI 
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 「AI エージェント」と「エージェント AI」の比較 

 

 

 NotebookLM 
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 NotebookLM と一般的な AI の比較 

 Google が開発した AI 搭載のノートツール 

 ChatGPT をはじめとする生成 AI は大量の学習データから情報を得てくるので、事実確認しづ

らいが、NotebookLM は自分で追加したものしか参照されないから、信用できる情報をもとに

AI が分析してくれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 NotebookLM の活用 

 印刷技術懇談会の活動をまとめてみる 

 Notebook LM の画面（下図） 

 ソースに印刷技術懇談会の HP の URL を持ってくる。 

 入力内容（プロンプト）に応じて、チャットの所に印刷技術懇談会に関しての概略、歴史、

活動内容等が整理されて記載される。 
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 NotebookLM からの出力の種類 

 音声解説 

 動画解説 

 マインドマップ 

 レポート 

 フラッシュカード 

 クイズ 

 インフォグラフィック 

 スライド資料 

 Data Table 

 

 印刷技懇談会に関する出力の例 

 マインドマップ（下） 

 

 動画解説（右） 

 独自のイラストやデザインなども作っ

てくれる。（専門家の力を借りなくても

作成可能 ⇒ 専門家の仕事の浸食？） 
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 NotebookLM の活用事例 
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 n8n（エヌエイトエヌ） 
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なぜ、ローカル・ゼブラ企業か 

 生き残る地域の 5 つの条件 

 以下の要素が無くなった地域から滅んでいく 

 食料 ⇒ 低い食料自給率 

 エネルギー ⇒ 低いエネルギー自給率 

 流通（物の流れ、人の流れ、インターネット） 

 医療 ⇒ 医師不足の問題 

 教育 ⇒ 進む学校の統廃合 

 地域も上記が満たされないと流出人口が増えていく。 

 

 ゼブラ企業とは 

 以下の 2 つを共に行う企業 

 白：地域貢献 

 黒：経済活動 

 群れをつくる：地域の関係者・企業との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 なぜ今、ローカル・ゼブラ企業なのか？ 

 人口減と税収低下 

 日本の人口減少の問題あり。 

 税収の低下により、国も地方自治体も公共のサービスを維持できない時代になった 

 地域で「一番のプレゼンス（存在感）」を持つ 

 行政に代わって、地域の課題を解決するとい方向性 

 行政は民間に委託したい。 

 行政から「頼られる企業」になることがポイント 
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 地域で一番のプレゼンス（存在感）を持った企業になることが重要 

 地域のニーズ発掘と経済の循環 

 地域の新しいニーズを発掘し、地域の人が主体となって稼ぎ、稼いだ金を地域に投資する。 

 デジタルツールの活用 

 デジタルツールを使いながら進めていく。 

 

 ローカル・ゼブラ企業のポイント 

 企業の生き残り戦略としてのローカル・ゼブラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 印刷会社とローカル・ゼブラとしての地域活性 

 印刷会社は、幅広い「顧客リスト」を保有しているという優位性あり。 

（行政、企業、教育機関、金融機関、医療機関。個人など） 

 印刷会社は、「商流」を握ることができる。 

 印刷会社が地域のAIエージェントになり地域のニーズと専門業者を結びつけるビジネスを展開

できる可能性あり。 

 印刷会社自身が、AI エージェントを使って DX を進めながら、ローカル・ゼブラとして地域活

性を進めるという展望 
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四つの「助」（自助・公助・共助・互助）、AI と教育 

 四つの「助」 

 「自助」 

 自分のことは自分でやる。 

 「公助」 

 生存が脅かされる事態に対応・発動 

 災害対応、生活保護 

 「共助」 

 利益、ルール、仕組みがあっての繋がりと助け合い 

 会社、年金制度 

 「互助」 

 感情で繋がった時の助け合い 

 家族、PTA 

 

 「共助」と「互助」と「自立」の関係 

 自立は共助と互助の上に立っているもの 

 自立している人とは 

 「助けてください」と言える関係 

 「サポートします」と言える関係 

 一緒にやった方が価値は上がる場合あり。 

 この関係性を踏まえずに「自立」「自助」だけを持ち込んでは共同体が破壊され、混乱を生じる。 

 教育でこの点をしっかり教えているだろうか？ 

 

 自立と自律 

 「自律」（自分で自分を律すること）が出来て初めて自立、自助が成り立つ。 

 

 何のために AI を使うのか？ 

 「自分の所属している組織、団体が良くなるように」という思いで、以下の区別をして取り組む

必要あり。 

 「変えていいもの」  

 技術 ⇒ ここに AI を使う 

 スマートシティー化など 

 「変えてはいけないもの」 

 地域の風景、情景、憧憬（地域の普遍的価値） 

 

 AI と教育 

 「共助」「互助」「自立」の関係性を理解させる教育の必要性 

 AI 使用の場面を考えさせる教育の必要性 

 何にでも AI を使うという間違い（技術に溺れる状態） ⇒ AI は「技術」に使う。 

 

 

 

共助 互助 

自立 


